
主訴（主な課題）と現状

見立てのための情報整理シート 児童生徒氏名（ ）性（ ）生年月日（ 年 月 日）

①出生時の特記事項、乳幼児期の発達

②保育園・幼稚園（期間、様子等）

③生活史（転居、家族死別、入院等）

④家庭の状況（構成、兄弟、生活、経済等）

⑤習い事、学習塾、学童、放課後デイ等

⑥身体的特徴（身長・体重等、視力、利き

手、粗大・微細・協応運動等

⑦他機関の利用歴（医療、服薬、療育、

リハビリ、教育相談、心理検査結果等）

⑧各教科の学力、得意・不得意（国語、算数、

体育、図工、音楽、その他）、知的発達

⑨授業、活動、行事等への参加状況（不登校、

しぶり）、給食（偏食）、感覚過敏や鈍麻

⑩言語・コミュニケーション、社会性、友達

関係、集団行動、遊びの様子、興味・関心

⑪自己管理の実態（忘れ物、失くし物、

整理整頓、宿題、提出物、テスト勉強等）

⑫特別支援教育歴（支援会議、レベル判定、

支援教室等、開始時期と主な内容）

202305 Ueyama



指導方針・目標検討シート 児童生徒氏名（ ）性（ ）生年月日（ 年 月 日）

見立て（仮説、要因として可能性がありそうなこと）

器質的な課題（遅れ、

偏り、発達障害等）

情緒面の課題（意欲、

耐性、不安定さ等）

指導仮説（指導方針）① … 個別指導や小集団指導では 指導仮説（指導方針）② … 在籍学級集団では

当面の主な指導目標（長期目標、年間の目標）① 当面の主な指導目標（長期目標、年間の目標）②

短期目標（前期）① 短期目標（後期）② 短期目標（前期）③ 短期目標（後期）④

前期評価 ① 後期評価 ② 前期評価 ③ 後期評価 ④

指導目標の評価（達成度、妥当性）① 指導目標の評価（達成度、妥当性）②
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見立てのための情報シートの使い方

1. 先入観を捨てて、ありのままの情報を集めよう

2. 診断名や専門家の判断を頼りにし過ぎない

3. 現状だけでなく、その子の歴史を探る

4. 実態把握表等で、複数の関係者の見方を確認

5. 複数の職員等でケースカンファレンスをする

6. 見立てに基づいて、指導方針や目標を設定する

7. 外部の指導経験者にスーパーバイズを求める


